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■人生の大きな転機は「愛媛に来たこと」

私ごとですが、今年の10月で50歳を迎えました。

26歳で愛媛に来てから、気がつけば人生の約半

分をここで過ごしてきたことになります。

今の私があるのは、この50年間の毎日の積み重ね。

その中でも、振り返ってみると、やっぱり一番大きな転機は「愛媛に嫁

いできたこと」でした。 初めて実家を出て、愛媛で新婚生活を始めて、

ドキドキしながら江南ラミネートに入社。 最初に大王製紙の仕事を高

橋安美さんに教えていただいたときのことは、今でもよく覚えています。

■点が線につながっていく“不思議な必然”

先ほど“愛媛に来たことが転機”と書きましたが、"今"から振り返って

みると、いろんな出来事が全部つながっていたように感じます。

愛媛で家族を持ち、江南ラミネートの一員として働いている今の自分

は、社長と結婚したからこその未来。 その社長と出会ったのは関西の

大学で、そこでサイクリング同好会に入ったのがきっかけ。サイクリング

を選んだのは、姉がロードバイクで走る姿を見ていた影響。その大学

に行くことになったのは、高校で指定校推薦をもらえたから。そして、そ

の高校を選んだのは“友達と一緒に行きたかったから”という理由。親

には大反対されましたが、耳を傾けなかったのも、今の私に繋がるた

めの必然の選択だったのかもしれません。さらに、中学でその友達と

出会ったこともまた必然で…。 こうしてたどっていくと、全部ひとつの

線でつながっているように感じたりします。

その時その時は『自分で選んで、未来を切り開いてる』と思っていま

すが、今思えば、全部が今につながるための必要な出来事だったの

ではないかなと感じたりします。

■ "未来はきっと大丈夫”というポジティブな生き方

これからも、大きな選択を迫られる場面がきっとあると思います。 で

も、それもまた“決められていた流れ”があるかもしれない。 そう思うと、

未来の自分が「大丈夫」と言ってくれてる気がして、前に進む後押しに

なります。

そしてこれは、子どもたちの人生にも同じことが言えます。

目の前の子どもを見ていると、親としては不安や心配が先立ちがちで

すが、子どもには子どもの未来があり、そこから逆算すると“今”の出
来事は全部必要な時間なんだ、と捉えられます。

「未来が決まっている」と聞くと、夢がないように思うかもしれませんが、

私にとってはむしろ「きっと明るい未来が用意されている」という安心
感に近いポジティブな感覚です。

かなり個人的な妄想が混じりながら書き綴りましたが（汗）、何を信

じて生きるかは人それぞれ。 待ってる未来は、明るい未来かもしれない

し、明るくない未来かもしれない。 でも私はこの考え方のおかげで、

物事をネガティブに捉えずに済んでいるので良しです！

50歳という節目にあらためて、「すべての事象は必要にして善である」

という座右の銘が、さらに強い確信になりました。

よかったら、みなさんも一度“今の自分”から過去をさかのぼって振

り返ってみてください。 その時は必死だった選択や、何気ない出来事

が、実は今につながる大事な一歩だったと気づくことがあるかもしれま

せん。 そんな気づきが、これからの未来を少しだけ前向きに感じるきっ

かけになれば嬉しいです。 ｂｙ きよこ

５０歳を迎えて思うこと ～すべては未来につながっていたという妄想的な話
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こ
の
た
び
、
地
元
・
愛
媛
新
聞
の
【
え
ひ
め
の
経
済

人
～
わ
が
社
の
首
脳
陣
】
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
江
南
ラ

ミ
ネ
ー
ト
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
夫
婦
で
紙
面
に

登
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
者
の
方
々
は
、
私
の
青
年
会
議
所
や
金
生
川
ラ
バ
ー

ズ
、
川
之
江
先
輩
塾
、
四
国
中
央
未
来
塾
で
の
活
動
、

そ
し
て
江
南
ラ
ミ
ネ
ー
ト
が
行
っ
て
き
た
子
ど
も
食
堂

の
イ
ベ
ン
ト
や
工
場
見
学
、
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

地
域
貢
献
活
動
を
丁
寧
に
取
材
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
貢
献
活
動
は
見
返
り
を
求

め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
江
南
ラ
ミ
ネ
ー

ト
さ
ん
の
よ
う
に
、
地
域
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
る

会
社
の
存
在
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

ず
っ
と
取
材
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
記
者

の
方
か
ら
言
わ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
認

め
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

取
材
は
、
会
社
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
歩
み
、

経
営
に
込
め
て
い
る
想
い
、
さ
ら
に
は
製
品
づ
く
り
の

こ
だ
わ
り
ま
で
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
工

場
も
す
み
ず
み
ま
で
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
清

子
さ
ん
に
も
丁
寧
に
取
材
を
し
て
い
た
だ
き
、
写
真
も

た
く
さ
ん
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掲
載
は
10
月
中
頃
と
伺
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
記
事
に

な
る
の
か
と
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
で

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
10
月
22
日
、
東
京
出
張

の
た
め
松
山
空
港
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
部
長
さ
ん
か
ら
「
新
聞
見
ま
し
た
よ
！
部

署
内
で
新
聞
を
回
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、
男
前

で
新
聞
に
載
っ
て
ま
し
た
ね
！
」
と
の
電
話
で
新
聞
に

載
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た

笑
。
ス
マ
ホ
を
開
く
と
、

知
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
のLINE

が
届
い
て
お

り
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夜
、
東
京
か
ら
戻
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
新
聞

を
２
部
購
入
。
長
時
間
か
け
て
お
話
し
し
た
内
容
が
、

エ
ッ
セ
ン
ス
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て

記
者
さ
ん
の
力
量
に
思
わ
ず
感
嘆
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

掲
載
日
が
偶
然
に
も
清
子
さ
ん
の
誕
生
日
。
な
ん
て
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
！

清
子
さ
ん
も
快
活
に
笑
っ
て
お
り

ま
し
た
。

そ
し
て
同
時
期
、
地
方
創
生
メ
デ
ィ
ア
『Made

In
Local

』
さ
ん
か
ら
も
ご
連
絡
が
あ
り
、
「
地
域
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
て
行
動
し
て
い
る
会
社
と
し
て
、
ぜ

ひ
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
取
材
の
依
頼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
初
は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
江
南
ラ
ミ

ネ
ー
ト
の
活
動
を
驚
く
ほ
ど
詳
し
く
把
握
さ
れ
て
お
り
、

後
日
改
め
て
会
社
紹
介
と
地
域
貢
献
に
込
め
た
想
い
を

お
話
し
し
ま
し
た
。

『Made
In
Local

』
で
は
、
地
方
企
業
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
今
ま
で
光
が
当
た
り
に
く
か
っ
た
企
業

の
価
値
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
担
当
者
の
方
か
ら
、
「
江
南
ラ
ミ

ネ
ー
ト
さ
ん
は
“
愛
媛
を
代
表
す
る
企
業
100
選
”
に
推

薦
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
審
査
会

を
経
て
、
無
事
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
認
定
は
、
私
一
人
で
は
な
く
、
社
員
の
み
な
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
た
子
ど
も
食
堂
、

公
民
館
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
工
場
見
学

の
活
動
な
ど
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す

振
り
返
っ
て
み
る
と
２
０
２
４
年

は
「
20
回
に
及
ぶ
地
域
貢
献
活
動
」
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
企
画
・
準
備
・
運
営
を
進
め

て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の
姿
を
、
第
三
者
が
し
っ
か
り
見

て
い
て
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
く
、
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
【
紙
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
、

故
郷
を
誇
れ
る
人
を
増
や
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す

る
】
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
愚
直
に
実
践
し
続

け
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

克
晴

四国中央未来塾イベント開催

オープンファクトリー「モノシロ」
に行きました。メモ帳づくり体験や
オフセット印刷の工場見学、ワクワ
クさんのショーにキッチンカーでの
グルメなど、どれも大盛況！一社で
これだけの規模を開催されるそのパ
ワーに、ただただ圧倒。四国中央市
でのオープンファクトリーも頑張っていきたいですね。

「顧客購買データ分析」「紙
ワリフセール企画」「HP用コ
ンテンツ動画のアイデア出し」
を行いました。HP閲覧数は月
間1,438回で過去最高。ブロ
グ・メルマガ経由の流入や購
入も順調です。今後は、製品
の魅力が伝わる動画コンテンツの充実を図っていきます。

◆
愛
媛
新
聞
に
掲
載
～
嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

◆
『
地
域
を
代
表
す
る
企
業
100
選
』
認
定

◆
社
員
と
積
み
重
ね
た
地
域
貢
献
活
動

森田 直樹

１日

11月

『カ
ッ
ツ
社
長
が
ゆ
く
』の
巻

若手を中心としたイベントチーム。次回のイ
ベントを企画。中身のアイデア出しだけでな
く、どうしたら皆
んなが楽しめるか､､､
も考えながらすす
めています。みな
さん楽しみにして
いてください！

配膳や片付けなどのお手伝い。
先月のイベントについて、こども
食堂のスタッフの方から「子ども
や孫が楽しかったと言っていたよ！」
と嬉しい声をいただきました☺

香川県坂出にて8名による釣り
大会を開催！当日は風速6mの
小雨混じりというあいにくの
天候でしたが、魚が釣れたり
釣れなかったりと盛り上がり
を見せました。さて、気にな
る優勝者はというと……なん
と今回も、藤田氏､瀧氏､森田
氏(大)の3名が同サイズのメジ
ナ？ハマチ？を釣り上げ、ま
たもやドローという
結果に！次回もデカ
いの狙っていきます！

10月3日､28日 イベントチームmtg10月22日 愛媛新聞に掲載 10月4日 オープンファクトリ―
「モノシロ」in 富士印刷

10月29日 WEBマーケティング定例会

10月18日 子ども食堂「かあか」お手伝い

10月25日 江南釣りクラブ
OZfishing in 松山北条

「えひめ経済人」コーナーに掲
載。江南ラミネートの歩みが地
域に根ざし、社会に貢献してい
ることの証で、
社員の皆さんの
日頃の努力があっ
てこそ実現した
ことです。この
場を借りて、感
謝申し上げます

新コーナーは一旦休載し、
11月に中途入社された鈴木さんの
紹介記事を掲載します！

私の趣味はサウナでございます。
定期的に通い、日々の健康管理と多忙なる毎日の中でリラッ
クスできる時間を作ることで、仕事のパフォーマンス向上に
も繋がると考えております。
入社後も自己管理を徹底し、日々の業務で高いパフォーマン
スを発揮できるよう努めてまいります。

MY FAVORITE
is...

鈴木悟
趣味：サウナ

３Ｓ＆安全衛生パトロール改善報告

12月16日ユーホールにて、土
居高校の地域活動の成果発表と
喜多川泰さん講演会の二本立て
で開催。どなたでも参加できま
すのでぜひお越しください。地
域の未来を担う若者たちの活動
を、みんなで応援しましょう

ホイストが頭部に当たる危険性が
あったため、安全対策として壁に
目印となるテープを貼付。テープ
より下の位置でホイストを停止・
放置しないよう徹底した。

➡
機械上にスプレー缶やテー
プが置かれており、落下
して機械へ巻き込まれる
危険性があった

ラックを新たに設置し、
機械周辺を整理整頓した。

ラック
購入✨

今年度からスタートしたパトロール！改善事例の一部を
ご紹介します！安全な職場づくりに努めていきましょう！

11月15日
芋炊き大会

12月13日
忘年会

12月27日
福投げ大会

イベント開催情報

✨

✨

✨


